
※令和４年度以降入学生用

学校番号 3025
令和5年度　数学科

教科 数学 科目 数学Ⅰ 単位数 3単位 年次 1年次

使用教科書 数学Ⅰ　（数研出版）

副教材等
サクシードI＋A（解答付き）　（数研出版）
スタディサプリ（デジタル教材：リクルート）
サクシードI＋A完成ノート（数研出版）

１　担当者からのメッセージ（学習方法等）
自律した学習能力を身につけることを大切に、授業を進めていきます。問題をただ解けるようにするだけでなく、

なぜそうなるのか、なぜこの公式を使用するのか等を説明できる程度まで理解を深めることが目標です。粘り強く一

緒に学習していきましょう。

２　学習の到達目標
年間の目標

1 学習の自律 　

受験勉強も含め、自己の目標を実現するために学習計画を立て自らの意思で学習することができる。

また、学習に対して自律した態度を身に着けることにより卒業後も自らの意思で意欲的に学習できる

素養を身につける。

2 数学的な見方・考え方の向上

数学に対する広い視野をもつ。教科書に書かれている数学が、数学のすべてではなく、数学とは無限

に広がる学問であり身の回りに活用されているものだと深く理解する。

3 創造的に取り組む態度

教科書や問題集にない未知の問題に取り組む経験を通して、単なる公式の暗記や解法のパターン化

のみに終始せず、数学に創造的に取り組もうとする態度を養う。

３　評価の観点及びその趣旨

観

点
a:知識・技能 b:思考・判断・表現 c:主体的に学習に取り組む態度

観
点
の
趣
旨

数学における基本的な概念をさ
まざまな方法で表現する方法を
理解し、説明しようとしている。ま
た、数学的な概念を他者に説明
する際、数学的な概念を用いて
効果的に説明することができる。

身の回りの事象を数学的に考察し
表現したり、思考の過程を振り返り
多面的・発展的に考えたりすること
を通して、数学的な見方や考え方
を身に付けている。レポート課題
等で、独自の視点から考察するこ
とができ、かつ数式や図を用いた
数学的な表現が十分にできる。１
つの問題に対し、複数の解答を示
すことができる。

数学のよさを認識し数学を活用し
ようとする。また、粘り強く考え数学
的根拠に基づいて判断しようとす
る。自分の目標に対して、自分で
計画を立て学習を進めることがで
きる。 目の前の課題に対して（宿
題）、ただこなすだけでなく自身の
能力を伸ばすように積極的に取り
組むことできる。
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上に示す観点に基づいて、学習のまとまりごとに評価し、学年末に５段階の評定にまとめます。学習内容に応じ
て、それぞれの観点を適切に配分し、評価します。

４　学習の活動
学
期

単
元
名

学習内容 単元（題材）の評価規準

評価方法

知(a) 思(b) 主(c)

1
学
期

数
と
式

整式の加法・減法・乗法
因数分解
実数
1次不等式
集合
命題と条件
命題と証明

a: 数学的な概念を他者に説明
する際、数学的な概念を用いて
効果的に説明することができる。
小テスト、期末試験

b: レポート課題等で、独自の視
点から考察することができ、かつ
数式や図を用いた数学的な表
現が十分にできる。１つの問題
に対し、複数の解答を示すこと
ができる。

レポート課題、宿題、期末試験

c: 数学のよさを認識し数学を活
用しようとする。また、粘り強く考
え数学的根拠に基づいて判断し
ようとする。自分の目標に対し
て、自分で計画を立て学習を進
めることができる。
宿題、レポート課題

小テスト
期末試
験

レポート
課題、期
末試験

宿題、レ
ポート課
題

２
学
期

2
次
関
数

関数とグラフ
2次関数のグラフとその移動
2次関数の最大・最小と決定
2次方程式
グラフと2次方程式
2次不等式
2次関数の関連発展問題

a:関数の原理・法則を理解し、そ
れを数学的に説明・処理するこ
とができる。
小テスト、期末試験

b: 関数を論理的に考察すること
ができ、かつ数式やグラフを用
いた数学的な表現が十分にでき
る。１つの問題に対し、多角的な
視点をもって解答を示すことが
できる。
レポート課題、宿題、期末試験

c: 数学のよさを認識し数学を活
用しようとする。また、粘り強く考
え数学的根拠に基づいて判断し
ようとする。自分の目標に対し
て、自分で計画を立て学習を進
めることができる。

宿題、レポート課題

小テスト
期末試
験

レポート
課題、期
末試験

宿題、レ
ポート課
題
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３
学
期

数
学
と
人
間
の
活
動

三角比の基本
三角比の拡張
三角比の関連発展問題
正弦定理と余弦定理
三角比と図形の軽量

a: 三角形の基本的な知識を理
解し新たに得られた知識など を
これまで得られていた知識などと
合わせ，批判的に検討し、数学
的な概念を用いて効果的に説
明することができる。
小テスト、期末試験

b: 三角形の基本的な知識を活
用できるように事象を数学化する
ことができる。また、問題意識に
基づき事象から条件や仮定を設
定し，数学の問題として表現す
ることができる。さらに、独自の視
点から考察することができ、かつ
数式や図を用いた数学的な表
現が十分にできる。１つの問題
に対し、複数の解答を示すこと
ができる。
レポート課題、宿題、期末試験

c: 数学のよさを認識し数学を活
用しようとする。また、粘り強く考
え数学的根拠に基づいて判断し
ようとする。自分の目標に対し
て、自分で計画を立て学習を進
めることができる。
宿題、レポート課題

小テスト
期末試
験

レポート
課題、期
末試験

宿題、レ
ポート課
題

デ
｜
タ
の
分
析

データの代表値と散らばり
分さと標準偏差、相関係数

a: 分散，標準偏差，散布図及び
相関係数の意味やその用い方
を理解する数学的な概念を効果
的に説明することができる。

小テスト、期末試験

b: データの散らばり具合や傾向
を数値化する方法を考察するこ
とができ、かつ数式や図を用い
た数学的な表現が十分にでき
る。不確実な事象の起こりやすさ
に着目し，主張の妥当性につい
て，実験などを 通して判断したり
，批判的に考察したりすることが
できる。

レポート課題、宿題、期末試験

c: 数学のよさを認識し数学を活
用しようとする。また、粘り強く考
え数学的根拠に基づいて判断し
ようとする。自分の目標に対し
て、自分で計画を立て学習を進
めることができる。

宿題、レポート課題

小テスト
期末試
験

レポート
課題、期
末試験

宿題、レ
ポート課
題

　※　表中の観点について　a:知識・技能　b:思考・判断・表現　c:主体的に学習に取り組む態度　　　　　　　　


